
はじめに

「産学連携」とは、何でしょうか？
ＡＩに問い合わせると、次の回答が返ってきました。

産学連携とは、大学などの教育機関・研究機関と民間企業が連携して、
新技術の研究開発や新事業の創出を図ることを目的としている取り組
みです。産学連携において、大学や研究機関が持つ技術や知識を民間
企業が活用することで、新しい製品やサービスの開発が可能になります。
また、大学や研究機関は、民間企業からの依頼に応じて、研究開発

やコンサルティングなどのサービスを提供することもあります。産学
連携は、大学や研究機関が持つ知識や技術を社会に還元することで、
社会貢献にもつながります。
� フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」より引用

まさしく、このとおりです。
そして、産学連携では、各フェーズで、それに適した契約を結び連携を進

めていきます。
産学連携は、非営利機関である大学や研究機関（以下「大学等」という。）

と営利を目的とする民間企業が連携するため、契約内容も特殊です。
ところが、産学連携の契約に関する書籍は少なく、産学連携関係者は手探

りで進めている状態です。また、大学等によって、契約に関する専門人材を
配置しているところから、一般事務の担当者が兼務しているところまで、状
況も様々です。

本書は、産学連携に関する契約について、専門人材の方はより専門的な知
識を得ること、そうでない方も一通りの知識を身に付けることを目的として
います。

� 小川　隆

﻿

32538_01_p0-0_産学連携関係者_本文_はじめに_04_cc2014.indd   1 2024/01/30   14:20



目　　次
はじめに

全体概要　1
　産学連携に関する契約の全体像　1
　本書の構成　2

第１章　総則　5
　　　１　契約とは　6
　　　２　契約書の必要性　7
　　　３　契約当事者と契約締結権限者　8
　　　４　契約の有効性　8
　　　５　契約の解釈　9
　　　６　契約の有効期間　10

第２章　秘密保持契約　13
　　　１　概要　14
　　　２　重要条文と条文解説　15
　　　３　Ｑ＆Ａ　27

第３章　有体物提供契約（MTA）　33
　　　１　概要　34
　　　２　重要条文と条文解説　35
　　　３　Ｑ＆Ａ　50

i

﻿

32538_02_pi-iv_産学連携関係者_本文_目次_05_cc2014.indd   1 2024/01/30   14:20



第４章　共同研究契約　53
　　　１　概要　54
　　　２　重要条文と条文解説　55
　　　３　Ｑ＆Ａ　86
　　　４　関連契約　95

第５章　共同出願契約　99
　　　１　概要　100
　　　２　重要条文と条文解説　101
　　　３　Ｑ＆Ａ　122

第６章　譲渡契約　133
　　　１　概要　134
　　　２　重要条文と条文解説　134
　　　３　Ｑ＆Ａ　143

第７章　オプション契約　145
　　　１　概要　146
　　　２　重要条文と条文解説　147

第８章　特許実施許諾契約　159
　　　１　概要　160
　　　２　重要条文と条文解説　162
　　　３　Ｑ＆Ａ　191
　　　４　関連契約　201

ii

目　　次

32538_02_pi-iv_産学連携関係者_本文_目次_05_cc2014.indd   2 2024/01/30   14:20



第９章　ソフトウエア使用許諾契約　205
　　　１　概要　206
　　　２　重要条文と条文解説　207
　　　３　Ｑ＆Ａ　235
　　　４　関連契約　236

第10章　データ利用許諾契約　251
　　　１　概要　252
　　　２　重要条文と条文解説　253
　　　３　Ｑ＆Ａ　278

コラム１　交渉　31
コラム２　好きな絵画　131
コラム３　ペット　142
コラム４　座右の書（１）　144
コラム５　コーヒーの時間　203
コラム６　囲碁　249
コラム７　座右の書（２）　281

参考文献

索引

おわりに

著者略歴

iii

﻿

32538_02_pi-iv_産学連携関係者_本文_目次_05_cc2014.indd   3 2024/01/30   14:20



Overview� 全体概要

産学連携に関する契約の全体像
産学連携の活動として、大きく２つの流れが考えられます。
１つは、大学等と企業が研究活動を通じて連携し活動するものです。代表

的なものとして、共同研究があります。もう１つは、大学等が独自で所有す
る技術を企業に提供し、実用化を目指す連携です。代表的なものとして、特
許をはじめとした権利のライセンスがあります。下図は、前者を「共同研究
ルート（共有権利）」、後者を「技術移転ルート（単独権利）」として表した
ものです。

産学連携に関する契約の全体像

共同研究ルート（共有権利）

技術移転ルート（単独権利）

NDA

MTA

NDA

共同研究契約
（受託研究契約、
　コンサルティング
　契約）

共同出願契約 共同出願の実施契約

譲渡契約

・ソフトウエア使用許諾契約
・ノウハウ使用許諾契約
・データ利用許諾契約

MTA

オプション契約 特許実施許諾契約

譲渡契約

「共同研究ルート」は、共同研究の可能性を探るための秘密保持契約
（NDA）や有体物提供契約（MTA）を締結し、共同研究の実施に値するか
評価します。
共同研究の実施に進む場合、共同研究契約を締結します。共同研究を実施

し、共有の権利が発生した場合は、共同出願を行います。
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また、権利の内容によっては、持分の譲渡を行うこともあります。
共同出願の発明が実施される場合、実施条件を定めた共同出願の実施契約

を締結します。
「技術移転ルート」は、技術導入の可能性を探るための秘密保持契約
（NDA）を締結し、技術導入に値するか評価します。特許については、技術
導入の可能性の検討に、オプション契約を締結する場合もあります。
技術導入に進む場合、知的財産権等の種類に応じたライセンス契約を締結

します。特許については特許実施許諾契約、その他の知的財産権等について
はソフトウエア使用許諾契約、ノウハウ使用許諾契約、データ利用許諾契約
を締結します。また、研究成果有体物の提供を受ける場合は、有体物提供契
約（MTA）を締結します。
技術導入の形態として、権利を譲渡することもあり、この場合は、譲渡契

約を締結します。
本書では、これらの契約を順に説明します。
最近では、産学連携の活動として、大学等の技術を基にしたベンチャー設

立もさかんですが、これについては、別の専門書に委ねたいと思います。

本書の構成
第１章（総則）
法律的な事項を説明します。契約とは何か、契約当事者になることができ

る者は誰か、契約の効果は、などです。
第２章から第10章
各契約を説明します。
各章は、「１　概要」「２　重要条文と条文解説」「３　Ｑ＆Ａ」で構成さ

れます。「４　関連契約」が含まれる章もあります。
　１　概要
契約の全体図を示し、契約の概略を説明します。ここで、全体的なイメー

ジを捉えてください。
　２　重要条文と条文解説
まず、各契約の重要な条文を説明します。その後、題材としているサンプ
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ル契約書の主要な条文を説明していきます。条文を確実に理解することによ
り、契約を理解することができます。
また、サンプル契約書は、筆者が経験した産学連携に関する契約の標準的

な内容と思われるものにしています。
　３　Ｑ＆Ａ
各契約でよく問われる事項、議論が多い事項、などをあげています。
読者が業務で参考にできるよう、条項例も載せています。筆者が最も力を

入れている部分です。
　４　関連契約
章立てするほどではないのですが、産学連携に関する契約として頻繁に使

用される契約を取り上げています。
本書を通すことで、産学連携に関する契約を一通り学習できる構成にして

います。

それでは、第１章から見ていきましょう。
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